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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
前立腺全摘除術 (R氏p)と前立腺永久密封小線源療法 (BT)の健康関連 QOLに関す
るブロスペクテイブ比較研究を中立的な立場であるリサーチコーディネーターの協
力のもと比較検討した｡対象は2004年 1月から2005年3月までに治療を行った限局
性前立腺癌 73例 (R氏p:37例､BT:36例)とした｡評価方法はSト36､UCLA-PCI､IPSS
でQOL評価を行い､治療前及び治療後 1ヶ月､3ヶ月､6ヶ月､12ヶ月の5ポイント
で評価を実施 した｡RRP群ではgeneralQOLは 1ヶ月の時点でのみ悪化を認めたが､
mentalhealthは6ヶ月でベースラインを超えるまで改善した｡Disease-specificQOL
であるurinaryfunction､sexualfunctionも治療後悪化したが､urinaryfunction
は速やかに改善を認めた｡BT群ではIPSS以外はQOLに変化を認めなかったが､general
health､mentalhealthスコアは RRP群よりも低値であった｡RRP､BT後患者の QOL
変化が明らかになり､この結果により治療法選択が的確にされることが考えられる｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は前立腺癌患者のうち前立腺仝摘除術 (RRP)と前立腺永久密封小線源(BT)を志
向した例についての健康関連QOLに関するブロスペクテイブ比較研究を中立的立場である
リサーチコーディネーターの協力の下に行ったものある｡
対象は一定期間内に治療を行った限局性前立腺癌患者73例 (RRP37例､BT36例)であ
り､QOL評価方法としてはSF･36,UCLA･PCHPSSを用いた｡治療前および治療後1ケ
月､3ケ月､6ケ月､12ケ月の5ポイントで評価を実施したところ､RRP群ではgeneralQOL
は1ケ月の時点でのみ悪化を認めたが､mentalhealthが6ケ月でベースラインを超えるま
でに改善しBT群より良い傾向にあったO-方､DiSeaSe･SPeCiflCQOLである urinary
functionやsexualfunctionについてはBT群の方が良い傾向を示した0本研究は医師では
なく､リサーチコーディネーターが調査を行うことにより正確な評価が得られたと考えら
れ､当該分野では従来にはない手法を用いたことが評価されるo
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
